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大気球南極大時を周回

ーポーラー・パトロール・バルーンー

Ilil\/:Md 也 il庁究所平洋!成~:l

1 はじめに

III 除;/) I...;~(ーは. fJI うど fH 阪大|みをとり ptl t;

土 '1 に風カ1I'l.、い-.: I，‘る その風 1111 ~:.t ~に:J:点 jIll

5.4i に: t1
'
411112-と うる この'，c'，;j;;ln f ,: ~t1J4}武，-

'，(I. j:~ を恥ぜ て IH 同~ )，:1;十を '.'，J させ. ざまうまな U

，:1:1ιL ,: -j l-ぃ }μhllll を.t- -"j ー，、 I· u It..

ハル ノ川、 Ib.. I'alrlllHallollll:P ドIlドム!l' 1 ~

III 、

j:'liiH ，'(:(， lf わ川~ Itl ‘J:!聖地研究 pJj :カ l品)} Ljl~

内 15・ f ノ口〆守 11 として 'IN体口今， 1、 'U\41 I

h-， h る j:'liiMI て IH111:::: It. UiWI'-jI:fJ1(;'::::itfょ

U う !ベ )~r"I'xt 世加を I't !I I し Iii 似て 4 一口ラベ'

い 'illjl 'i< 内 l，!i.， WI そ ii たむのである JJI,(Il'て口 l

機内口ぅ，卜かIl{{利 I J，I、地かり打ち 1.lt り I t. !?(

1

の1ι 恥を hけている tt~ ， ll{{ f11JU也にむける 5

i ，こう OJ );おそ hp 」 l わけはの f:M~I' の.，...- )I

1:ill. きらに本年')、地された」じ I<，\;ての口ヶ. Iｷ')、

験への阪 j也併の協 I} など~. I品』削 1_. tl l<:~，そ hit

つゥ h るフ口シ 1. 7 I て h んす ニのドド H lI hlhj

L. l~IH-1 q 上リ 'j :'lii~It ~阪地州カ 1品 IlL.I' I' H

,j、験 I: 巴'!tな拠出 目立仙の I:日光カ i; ニ仕 1>ill'

19K7 可 I: lI{jfll/l ， ll!!において I' I'1¥,p;" :oil· 吹む)，'， 1、

殿山内 Y うイ|子ス!ーか21"1')、/jfu~i.l‘ 'どに Iり附

:r-f';It(:1 ，'， 11"\ を内さし')、験か lr i.> IU ， い lit i..

，ヒ令に 1，'， 11"1. るまでには L 、 l~ ()屯ーか ， I:. か. 今 1"\

;!11 J!<: J !Jに 11γ'j I- るとニろ多大なみらの h 九 /t.:.

2.PPB 実験に必要な技術

1'1'Iりと !!/JI 士 ir'j た内に'士{品々な lUoI·Jの Ilr] 1~!J 必
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~であった。その一つはI.E向肢を保持するための

オ トパラスト災;白である。気圧，i1':IilJi;卸て'パラス

トを投下し‘~(I¥I~'~J止を一定にf~~つ会，~;;/，:で‘長時

lini'? ili:させるために必 in の技術である(I刈 1 ).'j

Iii611三l達実験場町市極でぷ験され.その乱:li* によ

り，~に改良がなされた パラスト;止は fJU， 気球

ンステム全 if( :，'::何%をしめているが.と'の41皮肉

店1:が必裂かは 1，，1度予三節等を考!革し決められる

P I'日用の';[i湖、としては.科学南極I<!(て'は太陽が

ほほ'常時 HI ているニとを考えると， hJ:品可Ii也を主

としてf>J:ぃ.パッ 7 アッフとして一次叫池を他う

のがj也当て凶ある。これり必池の特色 情 lli の.汗(出l

が ri われた Iii械で.実際に太陽屯池を j(JRIニ ffz

・1在 L 'J、験を II った。f1U~V~'Pjl Iてにおける('1:川に引

に問題はなか勺た 逆に冬子その'K験では み~1a:(1ι

池の 1'1:)1l 1よ不可能で一次，正池fl'五体となる

pp日は Iii阪大F長を周 1111するのに 2-3 ，目 I:\jかか

る。その 11\1に )I~i!} される多 l止な縦訓デ-7 をどの

よっにして、 J也|に i!s るか(ダウン・リ/ク)カJ

Illド~と〈よる そのため， i，~ 々なダウ/ リンク }j

)'~が検 l;·t さ j し多ーif(]lJ7Iレゴスンステムとデータ

ーレコーダーーの終 l肢の 2 IiJ~ が tij 川された 円単 J

アルゴスーンステムによるデータ， ι凶では.少 :1::

のデタ( :lZllv ，，，/1Il 0-Z00s 円・)しかダウン リ

ンク:I川、ない そこで . Hi 数の lυ ナンパを千 IJ 川

I
Ordinary
Thlcmctry

制~

+手­
BallastDrop

し jaili1.の l ハス当たリのデ-? 'i lL 送むを片 lやす

のが多弔 ID アルコ'スシステムて'ある、実際には 21

の10 ナンバーを仙川 L. n~jWI' のI' I'II から ~O 紗 ii i:

の蹴 ililJ テ -7 を J也|に活ることが可能とむったの

併岐川データレコーダーとしては脱 iWJ のN(W によ

り 3ωMHv ，eから 2.3GHy lOの作 101 を持つむのを利

則している レコーダに収録されたデ タは pp

日カ εII 日千 11) .0也に川 I両l して 5 たとき. I也 1ーからのコ

7ンドにより テレメーターでダウ μ ・， J ンクさ

れる(凶 I )f古川決定のためのアルコザスシステム

については PP8のが'n主・紙 l主をボめるものである。

大気球実験として附立された技術といえる。なお句

WI卓'J~験では 'Iム I~} して 1 lI .jllll に I 11111"'.1立の fii:ii'l~ ~).と

めか "HjE，てーある

3, PPB観測の特徴

l判阪の3i後粂 1'1 は気球 n~J日にとって ~.'i に~{-j由て'

ある l有桜町大気f，R ，:可 J~ て"1 ;1.冬子;:{;j:l;~! い!.t.!I II]; ちの

胤が吹き、 虫干ミには I叫 [II] ;きの微風となる 1山l f‘の

J的限!日 lはほとんど )1'.( 1，，\状態となる。このように年

1111 を J岨じて 10 ，\1 ('1 きが一定していることーまた無胤

にほいことは.ス f阜の成制コーえが←ウ 'E であるか.

1J ち似げ地山 j!I: ;'1に日 IHW することを立 l味する

1'1'II の災後条 1'1 からみた'J UJ J:1' 1 については. III

L< 検川されてきた それによると山l同気事<lill. ;WI

ベ心、家ロケ， I 何テ'--7 をJ1j-、て. '1寸~}，ti-Iυ"~I.
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図 1 PP8 のパラストーシステムとデタ電送システム
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大規似変動(I也J;R を l収リ巻〈法則Jによる J瓜系のつ

ね') ).小 I)m:変動(同所tl'J な波1i1Jによる i!n:iLの円L

iL l 及び微剖II乱流(胤の，(~，..)の ~MK を品々"ドflU!

L. ド PI) が南極大|後を loj 1111 するか uJl ft けを， fl自じた。

1 ，'，' llul の条件の良いのは 12) I 、 I)1 (出|リペド ii 手)

て'''I' ，" :jJ 立はね- 40krn の， r'~I l! 1 である。 J立球川 111'hl! 仰に

子測される lin 相 JIE 地か竹内純度 IYr を l ，i:1 立 i州えば

1}j301,",,'::; l!tて"40-7001 、 rn. 1}J401\ lIl r'I':j!~ で40-100

kill である。 lr{ 和人民地 c'j，';jitll してきたいI' I) か H テレ

メタリーでデータを叉けられる IIftit'I'1 は倒的て I'，，')

い。 IIIIJ，，! I:J数はlI .nUl及び i，":j J主により wなるが r'::j

l立が向くなiLは砕い I'h"II 数 Ii '~~(かくなり. )2)I より

IJI の Jiが‘少し四川 11 数は lH 主る"ちなみに

1211 の~')j J~301\rn てーは -2311 句 40 1. 111 では -III，とな

うている

PPBirJl江1'\の判徴的一つはほぼ ~!f*·~J定機に ~ll l"、

!日 l克30-40 1. 111 を 2 -:J 週間i で-]，tij することで日ある

このためJ也lJiJl洲山を 1没;η1 るの仁川明I: 立場1リrの

l-qでの観測が行え、あらゆる Local time をカバ

ー L. 1よいが'n主にいる!ム戚探併に利!日できるの刊

に lillll.i lU数 P ド B を {'II 川する (I刈 2 )と 広域Ilij II:~~

観測、 :cIJ \JIl-，!j:lr\"l変動の分m住専がj i える また、政

tR/.((こ llll'/'rl:' してくるので、データレコーダによる

大 id のデータ収鉢が可能で.よれはIl{:i干II以地だけ

でなく他の外|司法I也でも Iii'上データをおろすこと

を与えれば!kに安全'1'1: 'デ- 5'J止とし Jfl )JIJ オる

ι7 つの判 i放は.同固に 2-3 泊11 \1かかるご

図 2 復獄の PPB による観測

図3 昭和基地|こおける PPB の放気球

(電送写真 25 , Dec.1990)

とから必然的に長時間観測とい 7 干II 山をむつのそ

れ故. Jド市にゆっくリした物 J!I~ :1:' の変 11 !J (WI] ぇ 1 ，[

突然!r l·illl~ Ijijf去の 0川n(' の輸活)のモエターに利 III

II¥;f~る。この場合.ト民数伽1 ドド BHII.\'観測は~にイl

効と fよる。また‘ n.\ J;見制伎の悩めて jlい、物Jlll.l ，l: の

観測 i刈えば Y紘ノ〈 スト町 太陽'I'刊 r. Iえが': {

のように. i!!H、油市の気J;R等で. UJl i\!l1 してもi1\JJL

矧lin 体力、極的て 111; ，、九うまく観測できない現象

の«Jl i \!lJに越している。刊に.相川町jに自Iiれた似数

II川のI' P日で同時に JJL 象カ 'I ， ll 之さ札iLぱ可収集を倣

;t-t るニとが11\ ;1、ょう。ミのような利 1，1，( Ii;且市の

主(J理主JLj f!ll では実現て。きないものであリ句 また人 l

f加H観測にも勝るとも劣ら主い、特に 1柑~I~悦 ;'Wjの

!bj令は IJ-!"1111iii 本か句観礼!'I実地までlと年}jかかるの

に比べI'ド I)観測の場合は数年で IH 来守タイムリ

な観測が11\ 米る，Ii 岨び紙 'I~ が fIM >1\， に比べあまリ

かか句ぬ山などが大きな L..f li)i' になっている。

4.PPB 南極周囲に成功

t632 次南極地域主 JLiWI 隊( lEI 分削除以) l:t. 1、る

121125 日 II 円相 jL 地で PPB 第 l 号機を !l O; ，ド L. 1)I

9 円に IN阪大附をー )，ti] させるニとに成功した

IIj 年 121125 1:J 11時25分 (I出 {U)"地I!S=I:\J) に地|

を出IULた PPB (灰13) は 2 11.\'11 \1 余りて"'J'，':/)立 29.41、 III

に述し。その74肢を f~~ ちなが句 liS述約40 1. 111. 1I:J

fｷJ10001 ，，"のベースで IIHH を Mit. 2 迎問て'[十 jn 巨大

院の tセをー It;] した。 1 )J9filII寺30分H出干II~μ也

の北方f~J4001， m東経39・ 35' (11({和)，q也の純度)でこ
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図4 PPBの飛矧軌道

の公正まからの近波を受信して.同凶の成J}jを附ぷ

している.その後PPHは必に n~m を続け. IJ119

H までに Itj 阪大附を約 1.5/ iiIした以後は全てのパ

ラス l を i史ぃ *L. PPB は尚 j立を卜げ不脱 I!IJ な II~ 捌

l/U

可 I‘，

、'"

1/17
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軌道を小している( Iヌ14 )，令 II~ 羽~ II 数は t{J;)R IIII¥J

であった。 I ， 'JHの Ii且州は本同やオース l ラリアし

而 l'lllli しているが. 11+が一得点， I) を恥したことに

なる。

今 1111の実験で1 .1.出陣附 1111 のための L'f: 1師て'の

tJi術的な陣立を凶るために kl~l~ の~(JoR (25 ，∞Om )

を 1止 HI. オートノ〈ラスト y ステム ".'7 Iレゴス'0'ス

テムによるテ-)1 '1正 J量的多 :d:イヒなどが，iltみられたの

また句観測機総としては. )也1* ，草場測定川'i!. )J ，i1

が11:';=，1在さ JLJ正出に円動した。気球と機器などの~

'li:,U.1 374 kgて'ある

なお.あ 32次隊による Pド 13実験では. :1 機的 P

PBのn ち上げを (-j.E しておリ.抗 2 り機は， 1JJ

;, II に li!Uまされー Wi，淵に II~制したが J主 '1'1孔 Ill] が変

わ I) /，'illlll にはいたら主かった また. ~"\;) ~J 機に

ついては. 9fj-IOJI I:j'!オゾンホールの，tIJJ<: II.~JYI

に打ち l げる 1勺己である (ひ勺さわ たけお)

お知らせ …………………ヲ
食人事異動

システム計画研究会

D II午、I' 成 3 .'1ド 3 J129D(付

J~j I リr 'i·:'tid ト!'研究fiji' イザ'i\ z 附会議場

I l:lJ{~せ光 i ・ Hi科学問究所研究協力 J~

)1、|百]flJI I!係

0427(51)3911(内 2234.2235 )

回全朝日 氏名 異動事項 現(旧}聴等

(昇任)

L2.16 久山~ if,'tJl ぇlI; J1l.flJ r-'先果 Jl iJ l立l-: l ;;J: JII ，岬究 f、川 II r

*ロケ y ト・衛星関係の作業スケジューJレ( 4 月・ 5 月)

4 月

I 5 10 J5 20 25 YLL-?a
5

10 15

月

25 30-
M-3S11-6
噛かわせ削 n チ..L ""Jク

B2I'LｷM3B f::III'~ .;-';1-(ISASJSOLAR-A

nロケ， I 哨{:-;き

・・闘

4 一

総{H也上 R:、才ベレ y ヨシテスト

(KSC)

，l:~J' i 千~，<J t抽

当111 次大 3i 球'k 肱

(SBC) (6/1011 まで}



、(;) *~表紙カット~写真撮影 大島勉

倒防A引 I rアンドーヤの空を彩るオーロラ J

T事J!J) I， 下にオリオン馴三 !I~がイ i I
には本 JI~ とならんでブレアディス l ， i.I·ll (~自体すば

る)が見事に'うっている(二人買参1m)

*5-520-14号機 (A-2)の打ち上げ実験

ヂ Ii<: :1年 2 I-I12n'1"liij411.\'28 分29 紗(現地 1 1. '11111 ),

オーロラが↑干しく liL抑(ノ、ノレセーティング)する

|じ阪の明へ S -520-14 J，}機が発射された。~}，ご rv

カメラのモニターが発射の 447i と同時に J~:(l <~:
'J 続いて I'j·u<オーロラがl由i I(liに汗さ山て米ると.

ロケ γ トの炎がどんどん Ri!'Jとするオーロラの，、

ルセーンヨノをしている討l域へと吸い込まれてい

った

今回のノルウェー北端アノドーヤ実験場でのオ

ーロラの観測をけ (I'J としたロケ γ ト実験は， III一年

に引喜争Jしき 2 ，主 11 である。先述内良き i制Jj行iI.よしあ

り.司'i1liiil生|清から比較的スム ズに 'I与がJ生べた(当

然色々山労はぬったが)。実験.t~jへず;.\. 、て、↑ni l な

い外1"1 での 1'1 炊を1'1ーった!t 1·11生川をしながらの党

射 iI"備て"あったが， ir!JIII'+~'j'l 日 I山l 先生を中心と

した良いチームワークの 13r， の実験m:て。あった

(フィー Jレドワークて'実験を成功させるゐにー骨

太切な 'I'である I H 1-.げは HI 延期となって， sｭ
520-1 :1号機内 tt'HU が月をひ父う 3 nU, .，;.の中での

TS 人りであったが.観測l: ffの帖 'J 強さと}ミーlみな

決断てヘ ー崎町千ベノえをものにした内総局・*:(

r.'II.!:r- m.J主 ilJi. MJ' た ·x 線'!J満足以 Lの成*

て'あった。 Iii] II 年地 HOIilli1 (， lqn ，ill. J で. ロヶ， 1, 1at

約~5分後 r あけぼの」がH じ{主主去をfili 1;1)った ~~.i

ロケットのランチャ組み付け作業

かかった市白であったが 久 )i.ロリに!~示l のオー

ロラや7-1のプレークア，7 £，見ることが山米.

さらに地 Ieのホリスとら馴じみになったり。 多く

のエヒソードを践せた裂しい IH';J~であった

(iLI)L全機)

*MT-135-53号機と 54号機実験

MT-13S-53I，;機が 2 JI9IIIニ. 54~y 機が必 kf 肢

のため II.i l引 L て IIII のllII.\"に j J ち|げり hまし

た ロケノ!の成島1はと L に II 市で1eMi弘 53 ~J

機は l 分52+世に lti ，~':i ~':i J立 58krn. :>4 -tJ 機は l 分56紗

に 6Zhmに 1司法しました タイマー'/ーケンス L

11I.fr- 石油りで. 5:1 号機 lよ発射後 96 妙にノーズコ

ーン脱日 'i i. III 抄に，、ラン L ト政:H .I1N~!. 115抄

に沿Iiセノサ一般 IU およびオゾ/観測開始. 54~~

機はそれぞれ 95 抄 113 抄.118 紗でした また給油 l

レーダーは III 年行われたダイアナキャ/へーノで

のれ験をいかしてプースターを jQ 湖、するのに成功

しています

ノド実験的 I'. HII'J は 1止辺地球目社役mJ 日1iの っと

して iJ.11 されている成層|到オゾ'ンの r":J 度分布の礼II)

;Eです。 l山it幾とら到達同lEかり I~'，'j 11: 201iJn以下まで

のオゾン靴、戊を品|州L..， IIII'J を泌することができ

ました。また 8 n. 9II と II H グ) 141昨にオ/ノゾ

ンデが政J;R さ iし向J!l ;f:'-J 35krn までのオゾン日£，illl]

〉ビさ IL ，ました。オゾン~::ヵε人 l~(I'J fo." 、ロカ-;I{ノ

等によリ今後減少してゆくのかどうかを，調べるに

は WUJ(I%' 観測が必要であリ. 52 号機から成I)) し

ているこの実験は今後 Lti われる子主です。

("，村 Hdi)

ドームから発射されたMT-135-54号機

-5 ー



*5-520-13号機の打ち上げ
メー520-13 ~;機[立地上では W，lIi!て?ない1tF4紫外

線に上って '企た I ， l. ，\>( (14ιU JI~. を IIl/J!11することを

1111') と 1 るむのである lII;;1111 ち 1'.1 f(-定で

川((I却に iV· f~iiがJ企んでいたが. ~~M 3 紗 Iii]に 4よって­

，，;\~険 111m械機出の 日1)(..: ~'，~.'，;:~'がみられたため以 2

(.,;, II するという 'lP$ にな司た， ，制作の対処.これ

カ 'MH'，によるしのて凶あるニとがわかり. I'j·)主打 t·)

|げの機会を f ，'J'つニとになった の皿loll;. の1J~討 II

の発 'I'. で l'111 以 l に j!i i し l111(;112211 ,\, (II1'1:':

i \l\l L~·' )に j j われた

ロヶ，トは I. I、 IIJ821i で~M さ I し手~) s 分後に

lli ，~'~ r~':j li:n7km( こ注した liJl川|は発射後 100 紗から

1 1:\ 0抄まで約 6 ぅtl Hl ii われたよの1I11. ロヶ，トの

光端に Jli リf-jけらI. Lた紫外説明i~鋭は姿勢ail伽l 淀

川によゥて M. rwul，'の }j li'l に，FWに IllJけりれた a

u‘!!II 日:;は IE'!行に品;JJf1' L ‘ !1\ からの紫外線を 1GOO-

1000.no-140. 50-60 オノグストロームの井地

iと 111 でデータを l収仰した。今 1"1 の'土佐主ではモリブ

デノとンリコノ lえひ"ニ r ケルと jえぷを交 1/ に;~~イ t

して;~~ 11 した多用 ij~~ Iぇ射鋭がト J) めて! I~的観測に川

8-520-13号機発射の瞬間

6

地1配そう!こ回収部のフタを開ける

いりれた liJl;l!'1 の成*と Jt に.今後の校悼 1(1') 主~~

111'が mil' 干される

回収 tm は観測 a1::かり1;/)リ離された後.ハラ y ユ

ートをI:目、、てゆっくり i1 'i 1 に降下させたゆ["\収門

業はヘリコプターにより行われたが.地 11<が r: iJか

った l.). ~~はに u.~; 1 1\ 1がかかり I白 II の'1'1主に終 f

した、 (栴肘文命)

合「すいせい』の臨終

II 日制 IGOij ， S JJ1911. M-3S11-2 1; 機によって地

Jぶから II~ ぴげった「すいせい，(ド L l\ NET-A) Iよ.

"611f'3111:¥II' 、レ --"\:'1\ に I，υぉfro 紫外相域に

おける出 i生や太|場風と刊日の州 J / 作川についての

i1 ・R な発見をむき的、さらにはハレ からのダス

トが 2 宇"・"，たる文 '(i 曲りのおまけむついて大き主

成~~をあげた

それから約百年 r1 いせい J は太陽町!日 l軌道|

の成行を紘け ~~ }1t.H¥J:1:11\ 1における太陽風向観 ili' l

を行ってきたのしかしながりそのHl J 太陽 U池内劣

化が次れに進行し‘ 111 午後半か句はij' i '/'I~ 正力のや

りくりをこまめに繰り返して延命を閃ってきたの

平成 3> ド 2 )I11:1.rす L 、せし、」は屯}j ll'). ~!\的

に f止 L 条 1'1 のiiiIiしい i主円山に [II] V 、つつあったが.

i茎に必波紋〆卜限の市 ;(Y'l~ 力におさえてむ 1江力不足

に陥る 1町民が見えItf iめた a そこで 1·;1 1:1の運用終 f

Ii i] に JKl 去の T段として rすいせい」送信機山))を

ハイからローに部し少くと L 屯力 II') には機能訓

J干させることとした

しかしながら 2 )15 円になって「すいせ "J の

安勢制御 111' '17，・ジエマト』 LJL のヒドラジン燃料



ががとなっていることが'l'IJl YI，ここに亘って引導

を泌すべき II抑制が米たと'比約せざるを j!1なくなっ

た。

「すいせし、J の安勢は太陽稲射!十町田~j'平で'i~' に

変化してゆくが， :!J:勢予測，n·!'):!こ Jよさ地球との~宣

伝が似たれるのは松長でも 2 月末までとの結泌が

得りれたため. 211221116 時00 分「すいせい御税

族」の万々参Jtの'I I. ill 制機をオ 7 とする 11止終コ

7 ンドが相 It~~I f.~の深 'j 副作制辛から 3 f五 km 彼Jj G乃

探作機に 111J けて i基られた ( Lj: .w;) 。

こうして「すいせい J "l.'~:~ こ1. へと旅中つことと

なったが、兄弟分の「さきがけ J は地球から 1 !.G'

km 雌れた所からビーコン幻ぢを発しつつ、米年 l

}J の地球スウィングノ〈イに Jillけ帰還途卜であるこ

とを巾し添えて「すいせしリへの弔文とした L 、。

U:.杉F11慾)

*x線新星GSI124-683(Nova Musca1991)

『ぎんが』俗般の ASM (全天走査モニター)験

山総は 1991 年 1 JJ8 日に縄時 (Musca) の )J 角に

新たな X線源を発比した(この時 X料!J;1U 立は l況に

800mC!'abtll 当まで附光していた)。われわれはこ

の X 線新 113 を G S1124-683 (， h、経 111 時 24 分号高:紛

68.31 主にある GingalJ' 発比した Source の:む)と名

付けて，さっそく lEI 際天文迎合に発見ilL報を打っ

た。ゾ i車の GRANATi~illl でも同時に発見しており.

刷者からの速報は 1 H11 日付で同時に拘載された。

いま少し解析.雌認に千防l取っていると.危うく

ソ連に先を越されるところであった.その後この

X線新尽は光・7 的にも l;iJ~ され，またl\'l光も係ilt

されて， NovaMusca1991 と命名された。その

後さらに電波て e も 100mJy 以上に楠光していること

，。
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カ{6ft il2.さ it た。

'ぎんが』はその後数 LI -1週間lの間隔で­

のX 線新1J.のLi\C (人:1自 ifll比191m 数也ニ)による観

測を続けている。その強度の変化を l刈に示す。 X

線対H且は数 H て'A立大強度fJ8C!'abに i主 L. その後

は約 I II の干減iYiで減光を続けている。このた皮

l山総はブラ y クホーノレ似lin て同みる A 0620-00 に悩

めてよく似ている。そのエネノレギースベクト Jレは­

~I 常に軟らかい県体申MtH'tt'lの成分と咲いJ/J I弘l数 jy!

の成分との政介に〈よっている。このよ 7 な 2 J五分

を持つ点て'は，プラ y クホール候補として i止 L よ

く知られたI'i応I坐 X -1 とも共i凶している。これら

の観i則的な特徴は『ぎんが』が以前に発見した X

線新)1'.GS2∞0+25とも附似している。これらの

鋭測結果は，このX線新MGS1124-683L またプ

ラ y クホール候補の新たなメンバーとなる可能性

を示唆している。さらに観測中に以内な Q 1'0(X

線強皮肉叩店周期的な拓Hi!! )坑象を検出した。この

Xf~ 新h1 か句の QPO の観測 I~. 降ぷi川昭の不安定

慨を解 Iリ 11 る鎚になるものと lYI 待される。

r ぎんが』は ζれまでに，このよフな μ大な }Q

校の X ~fji)l) を毎年 1 個f\urt 町内 IJf干で発見してき

た。このことは，宇宙にはふだんほとんど同だた

ないのに.時折このような激しい拍動をする星が

まだまだたくさんあることを物，沿っている。そし

てこれらの X線新尽を徹底的に迫ボすることが.

プラ y クホールなどの極限 l~ を理解する卜で械的

て布効と ι忠われる。(長瀬文 UR)

7



大島先生の御退官に寄せて
辛!己主七

j、 l斗，VIーは本年:l J]~(で十 }11 ーを迎えられ. 'j':'dI

fYtfJlf')t 1 リi·t 御 jll'i':なさいます。光当は胤 J;( 大'γ

f·J-;llの In型仁'i' Mf究所に II{{利 :12'1 に肋 T としてぷ

げされて以米.自立官研究所 'j':'I-~' ~iL~;: 研究助を粁

て現イ I' の'-('，山 fY j'研究刈に f る i泊FE' を fi lf'先 1計の H~

I干と JI、に!}いて 4とられました

{同 l 咋 1"1 の ifotf¥ 1J'f'分野で1 ;1， j，高司津波 渦やrfilifiL

など純々の流体現象を対象にして侃丘、〈車内力 (t') に

研究をされ.その巾越した心氾!と if ，;]百り J に Jよづく

多くの研究成米は問内外の研究 Jすから;1' 1 に f白山、，\:I

i耐を受けて 4、ました。特に. ヒート川イブの附究

では l~I·1 で先駆的役;怖を*たされ協会 filj ，i止や lEI 際

交流の1Ji1i1J }J になられたほか.数 II 官 iAt 体))"j'的発

恨のためにも多大の此献をされ.Uiに J、'i'院教育

を泊して多数の{長秀な研究行を旋成されるなど.

まさに八 lftf/ ， l!'fの{制 Jili1M でありました。

)，!::;)t 'E と店、とは H{j 利 132 年の I Ll会い以米 30 数年

に nるお 1'1 き介いですので，思い HI は多々ありま

すが. Il({和 ;10 年代に駒場キャノパス 15 号航で大勢

の先輩や NIHil と研究や遊びに生き '10 きと過ごした

れき日の 42 しい.~.い :H が特に鮮明です。旅行、洞

慌りや 7 I) ス7スのダ/スハーティなどが定出燃

の知〈猷ります。然し風か 01; 且を歌いながら柄

を的み交わし. 日を紺 lめながら愛する山の1'1然の

1989 年某 B，弘宅にて

右 Prof.V.V.Shchenni l< ov ソ連邦科学戸カデミー

CAD 研究所劃所長，私の愚初のおソ (19 飽年)

以来の友人.

中 Prof.P.I.Chushkin ソ連邦科学戸カデミ一計算

センター E刷所長，数ヵ月後病のため急逝され定.

お互いの友情の思い出として.

iミさを lilt る先生に il を!附けた当時のや 1111\] は次第に

少なくなり、寂しいかぎりです。

大};.\先 'I'. ，!正ぃ1:1 1大変ご円ソ j 織でした。[平年 i副l

i且 t: とは云えよ fご隠遁される年で L ありませんの

で.好きな桝は作ぇ口にして，時には軽い山 It き

などを楽しまれると干の h法で他 J，lt にご留意のうえ，

今後I.. fl ，! 七後 11~ の御指導.御鞭 tf をよろしく釘臨 l

い巾し卜げます。

上村さん御苦労様でした
池田光之

l二村さんは先に退屈された技会さん.中内さん

とは小字校からの同級生ですが.職純のi@いから.

i卸 2 人よリ 3 年巡れて.この 3 月で KSC を去られ

ることになります.

KSC での 1J: 'F は.用務 n ということになってい

ますが、4'米の仕事とは別に，見学者の楽内役 L

dtY へのよ 7 に I; I き交けて下さ it ，その怨切なガイ

ドは皆さんに汗ばれ.特に小・中・ 7校の (fj~ j主に

は「案内のおじさん」と叫土 l.fiLて恭われています。

又. 111 -1、 lこも JI 常に愛的を it がれる万で.持ち

Hrj のセンスと技術で、記念日 J等はもちろんのこと

自然に生えた樹木までむ.またたく附 lにきれいに 列定され， ·ill 物と良< ，調和しています
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場内には HH所以米.たくさんの J，別院が納えり

れましたが胤が崎川、ためか{との付きが忠仁花の

(Jきの良い. しかも|別化 H判明が冬の実験 'I' になる

だ似や.判 I'· 本仏 γj< 過しているだろうとい 7 ニとで

l 数年 liij から 1，ド r せっせと抜本されてこられま

した。おかげで今ではみごと主化を l咲かせるよう

になリ.我々 KSC 峨 li や実験則はもちろんのこと，

s訪れる比 ''t ri のむをなごませてくれます。又.こ

のtt;は町内はむちろん mr 外で L すっかリイ fi' ，にな

り . NS f. テレビ JIl j よリわざわざ Jr~ 村に~~るほどに

なっています きしすめ KSC の花咲むじさんとい

っところです

|村さんはこの I )J.制くなった，し、臓の lin.れを

}ムげるがiHi をして liii にも附してお jじえになら!lま

した。これから光I :J: KSC だけではなく。 1111 内し化

でいつはいにしてむりいたいむのです。

\'\怯や fとを・立する人l:J:.必ずや 145 しい第二の人

'I: を't-かれることでしょう 今後の御位成と御前

似を祈念し . Ii.J.たち後世への変らぬ御lJJJ ';1と i卸新

得をお時'Ii' 、放します。

林先生の御退官に寄せて
'出敬!長

林1.£ Iii 先 'I二が本年 3 )J をもって f·;;年を迎えられ.

'十 Hi科マ:研究所を ill官されることとなった

先生は II({布125年 3H に米大第一 I:~f': 店li1正気てγF

4 十を御千たになリ. IIi ちに大「Te院特別 IJf'先 'Iーとし

て研究のi直に入られた。点j、~q:i引1 ，，1Iir. 'li. 科学 IIf

允吋r .開化'j!:fiJI'究所研究 li 句京大工ザ日!IV!! 教J去を

純て、1I{{fIl 40年 4 )J 東大， j" 'di和L2研究所に砂句れ

て V!! 教Ji 教校を勤めり j し H日干1156年かりは'下 Hi

科'下研究所教段としてノト H に予られた。

光恨のI卸研究は I~'~ Ii司法 I :"f:の分野かりスタート

されたとj;Ilfl きしているが.Mめて布日にかかっ

た II円相38i¥引には n:ll:分析 Ii1-. I~'可 H~' ， lii lJ; L 点宅計.

イオン i) fJ(~' どの i卸研究と取り組まれておリ.これ

は 1 山由 fに砂られてから L 続けられて大きな成見と

をあげられるとともに 'j':Hi' 十 lUI MLiilll'I';3/i;御参加

とのかかわりで可 日fP~fn (t (-·Wlf 古竹.行機体一次

1ι rJ ft:Hl iIi.批ルミネソセンス計測. il/i'U 言 l iIi材

料の分11:.' 1 的特性語 !Illt なと eの御研究へと発展させ

ら!l:た。

しかし何といっても.先生は宇宙研 i~1 入所以来.

鋭:!\I J ロケ y ト及びミユーロケァ!のエレ 7 トロニ

クス技術的 PH 発を III わ j しまた我が|五|判 jの人工作 I

~I~. rお討すみ」の弛よ|袋， 'Iii 気"十袋を\'\ら千掛け

ら Hて以米ー iai I ，lパス機符技術や熱設計を合む Et

~~I ;-j装 Hi 桁の|品 J~ において多大の山献をさ tしさ

らに ttl ど全てのすり山 i ll!品jJJ 7 ロジェクト l止ぴロケァ

トキ々ノベーンに参加されて. 'i"'riifilf が今円の特

徴ある I也iV を染〈上て'のイ~ 1:1\ の指 3草者の一人とし

て中心 [I'J i立，判を i~( じてeI~られた

伎を倣したば!仇司、 nイトの l点閃プ t 1り!と対策，打

|げと迫閥、.そして取引}データ的解析と.司、 r i 実

行の!として\'\ら WI 係者を引っばって米られた先

生の御実行 )J なくしては.今円の 'j-:'I 出 filf はなかっ

たとて?って Lu 引I，にはならないかむ知1Lt..:い。

特に.昭和 60 年にはハレ -'I'la 査機「さきが

けJ rすいせい」の HI ごげに成功して. 'j"'dilJf の歴

史における新段|析が jll ， j されたが.先生はそのロケ

y 卜及び傑作機のンステム m?/iiのキ ハーソンの

一人としてのみでなく可 ι1m の大型 Jアンテナを含

む深 j" iii ミ γ ンヨン告制システム建設の総訂作れ

としてこれに取り去 It ま 1しその後も Xーパノド系的

迫1m を実現されるなどして.J'lI.伐の完備した尚い

刊能を誇る y ステムを縫立された。この IH) の大変

9 ー



な ]j'll 折リのれlは未 to! 1記憶に新しし先生のH怖

と御努))に敬立を表したい3

l昭和63ιすからは企画調明主幹・日IJ所長として.

M-VJ~I.! ロケ γ| のUH ，t およびそれによる 'MUS

ES-BJ および'I.UNAf\-i\I ，ih血lの公式スター

卜に [ilJ け尽力さ iしはぽ軌道に来せての御J且'H'で

ある。先 '1 が今'J':'Iii研をよられることは.我々に

とっては主れの一卒を火うことであって.M 千で

前略，堀内先生

かつ不安でむあるが.iキて'瓦いに協力して先 'I'，の

跡を Aliい合うよう努めるとともに.体制lの充尖に

lilJけての努))を Iii雌認すべきlI·f でもあろう。

光生におかれましては.持 liii の御1<I!Wにもなお

ー!荷の御門cJ，l£i:をお忘れになることなし今後とも

ヰ'd-i研の外から我々をお導きまた御支1U下さいま

すようお時恥、して.送耳I)の併とさせていただきま

す

栗林一彦

;I:'j':Hi基地相 l川研究センターのセンタ 1<: として.

庄内を l げたばかりの我が I f- I の1 ・ 'rH 環岐利用的進

むべき i且をぶして卜さいました 私共は先 'J の般

かれたレールを防外すことのないよう ((1 ~l~ ってい

く '9 i'< t です。とはいえ先生の II かり}よればー米 t:

危なつかしし、 jlJr が多々あると思われま 1- 0 ご辺'f'，

i是は，先生には健康に情芯、されて.ライフワ -7

である金以材料の l旬以変形 J留め光成に. 'L 、おき主

〈咋心されることを念じつつ L 時々は研究 5F. に

お也し引き .Ff 言の一つ L 附ければと存じており

ます

'k '1 は比えておらlLないと ιぃ、ますカ ， 22il'H;j 号

大'/院の八次の liJi.f長会場で句 I' 材}・ってイ{側の!~ん

'I'辺に殴ってお句れました.当時4:郷の'下部 ，'.:t' ド

だった弘にとって.附;丘町 fの先生方にお会いする

機会はほとんどなく .7T の向 L 、 Iflt 色の良い先生と

いう以外.特に印象はありませんでした。しかし

その後 i表情の研究発表の!市上で 先生の厳しい

質問を II の"，たりにした 11 ，\に感じた iq 怖の念は.

今でも iT 簡を 'J) ，くします。

先生は. とにかくタ 7の一日に尽きます。先 'I

の 77 さは .J 内計一気味の店、をいつも Ii'仰 l しました。

特にぷが御叩 l吋の全属の r~':j i且強度に及ぶ 11 与には.

'+，ム i占が治't'( 11;((-のどてらを杭てー ....J とか，純

イit 以的向 t品変 If~ は火の全いたバケツに恥、 1占を!点リ

込むことでー 。」等々の先'ドの J1:t!j の縦 r~ 表現が.

IW をたたく 71i とともにポンポン !I~ び山しては弟 f

ど L を 1-1'倒してい :r: 坊させて?)いました。 L っ

としこれら.イントロを特に大 'I> にされ.一訴­

11) をゆるがせにしない先生のレ|リ， 7の為せる

たて:研究主に一宿一飯で燃がると 文体がよく

似てくるといヲおまけがついておりました.

先生 l立'/会から多くの nι 立けられた吊鎖のお

一人ですが句特に全 M学会.鉄鋼協会.料全属学

会のニつの学会からそれぞれ論文't r を受けられた

といヲ，恐句< Tlill 同lのない， ;ciJ を持っておられま

す。 't'lii に限っても. M-3S-1l閉め 1. 2 段チャ

ンパ 則的ハイテン 210 のIll)~ を干始めに，その後

bV 引用のハイテン 230 のmJ 発苛~ロケァトチャノ

パーの高1' 1店主化に!応 'L 、されました。また kijfr で

.

し

圃圃

-10-



反2品
太陽フレヤ一

宇宙利'学研'先所小原|径|噂

fL.、泌がNil \よる太陽は， とてもねやかてe変わら

ない仰さを放っています しかし‘正法や X線で

見るた防 lムとて L i散しく変動しています，た球

1(liには次々と，'H/.i が 'tIJ:比・消滅をくり;~し lit に

は爆発現匁を起こします 太陽7 レヤーと IIIばれ

るのがそ IL です

月烈t;}

ウスにまてで柿i主すること均が(，~あ》リますの k防 7 レヤ

lよ. この憾な，11.\ 山の|制で~<Je '1 します。 7 レ

ヤーの ~~11:. メカニズムについては， }J/.(Iのところ

完全には判明されていませんが ']1 円、岐坊の織り

なす t，YJj !iかり中ずる不安定がIl ;Uki と与えられてい

ます。ひずん!.! 6j.t. j~j に訴えられたエネルギーが附

放さ J し 7 レヤー(保治)が起 ζ るといヲむので

す

J.( ぬ 7 レベーに II' って. '，t1iJJ iゃ X 線が!直射され

ま 1 が， -;ラズ~... LJj~ i1\:き iLまず この7 ラ丈7

(;l:, -1 ・ 1止の J忠となり. ~~ JIU:\J'~;:川にすさまじい勢

いで肱 11\ されます 時には， It!'.球近[宮主て--;1 する

こと均、あリ.地球に胤を引き起こします 地球的

|政J&には.このフラズ-:?'.r:IJ'If(1 )i の I，U刈となり.

寸ーロラか i5;t しく制仏、たりします。れの lχ| には

!Iα 制によるた似 7 レヤーの!f.が小されていま干、

卜1α 線でたった官け 1& が，外Ii聞に IllJ かつて叫がうてい

ますが.激しい勢いでフラズ?が城 IH されている

'I'; が分かりま 1

大きな 7 レヤーでは !(}"エルグむのエネルギーー

が手 '~30 分はどの H\I に肱.'1\される・ l与が知 l られていま

すが.ニれどけのエネルギ を供給.!j\ ~、るのは.

tilj 述内引山の随時;た'けです 。 1\ 山内他 J品 Ii ，彩同

からコロナ lili h主へと戸 II びていますが.的)) i'却をゆ

がめるのはた球 1(li I、のガスの jlli 動です、ょのガえ

の見 H!J のエネルギーが他地の'I'にひずみのヱ不 Jし

ギーとして部えられていくのです 時't. ~~が起こリ

主すと.磁))線的形は変わる誌です 1滋))献の Hi

(が J しく分かりますと.時件発にかかわる状況か

11

はっ 5 りして半ますが このぬに:.:i "江械による 7

，ヒノグがイ i 'i:!J です 1 ti: ~J~ へ I) オ 7 ラフと呼ばれ

る淀川 I か. 今， 11'1;(k. 立~ fl (別，日tJ I)に illl泣きれ

ています ド成 3:1三 J~のぷ成町II主には I~'，'j 分解i危.

I~':jIflli'tt0)',t1i削主を比せてくれるでしょう

Ji. fl.!l , 'j-:'tiif 十(:fiII'究}リi におきましても町

本年皮肉1)ち|げを I-IJiiLJ.(防観測 f:U!I\ ソーラ­

II1)'11 (1，:11. 11 ニ事~ 11 されて L 、まず i軒! I~に 4ルl主さ il ま

す X 私l 観;I\ll}~ill: と liij述の，t1iJ~へリオグう 7 て'k

防 7 レヤーを I ， ;JII与に観il!IJ する白l平によリ jhi:;I~ 大き

な 6§j)~j構造の'I'のどの irli分て'爆発収集がmJ始され

どのよフに ~V)t していくかが.本当に T にとるよ

づ lこ l り l らかになります。

太防7 レヤーにけない 却の中:i， ]'はとても I~':j

いエネルギーまてす'J II 泌されます あるむのは， I正

木知られていた kl 品!J' j':Iii鍬になる土!と 1われていま

す uもからの 473 ヱ不ルギ-P. r('j': 'Jj科n !i.

地球を同 1111 する人 UQ.i! t!に多大な悦刀を 'i えます

今後. ますます人Hiの 1 ・ 'liiiti 1i l) カサ並んでいく'I'で

木版 1 山線的中 IJ)(: に WI する ).11 \止を得ることは大き

な .DJ 味を引っ L のです日今年の 2 -3;1 のこのう〉

リ'f の ;11;1}(が大いに!日i怖されます，

(1;!;l'ら たかひろ)



ー普及事t L"iL
事務官トリオの訪欧記

宇宙利ザ'州究所 77ft f百夫

2JI に 101111¥1. 口-"'7. ジュネーウ.ハリに iH

';1< を命ぜり III こ

山中 ffI 勢の :!1i fヒで. 111"I にテレピニュースをに

り与な由、らの 'Vdii ，・ tH ~fr. そして滞(，てあったが

i可 'j'; むなく+.，; 1 1: 1 てーきたのは;.いであった

1行j" ~ 主ム‘ 丈 l川;リ川 l ，jI:行{ ι"t乍tモ汁: I刊仲術Hヴi[J凶」刈 l川ト際;~えり I..jm· 究先 t機珪創 l限閃1川J，且 ，正 iドU、斗j近E 主ぽ係 f早、 l民こ .

Y'lωIi f附ill庁f'I行'\:子刊P別FI'.:川，oil;川i~I)I'I;~ 知六 7符宇 II~且H以と州 1“4 そして H、

批判 jの ，ih 川 il::J“ SRI\ は I-:S へのイタリア J正 til; で‘

I'. に ι 己 A プ\'f 恥イ l する'j- :'dif ト {:I こ|則するテ二ータカ仁

flJil1"f 能な形で!J.; h' [ されている

ロ 7から It' へ50klll かつては口 -7 1 ;b'i'j: の可 IJ

;I i:!也であ，た 7 ラスカティの.，、どっと止の lA の

小:ニ J つヱスリ:..-:.1. ~~汀かりの f士有;をは迎して

くれた

さ勺そく Ii:.に送 Hi 丙んの'i'tI日!'J';汀 1に fh'J て九

日I;}"J のへ， I ーから "II 1111 を f"J ゥたが d':1((Ii' 勺て tlf

川 In な"見 1111 の J~I~桝L:i: I'"、'I 'Iii を Miめた収J也wnのj凶

，;I{やJ主々の IIft'I }J ではとて L N:iか立たない

それで L. fl-"{:f~j Jl~.かり l!iた約者it)" 千l川]自の

\'，J品に I'，: )て在11M にf'l!干IJ に~:.(n. されているかは.

検索を 'Jと際に礼ιJ きせて IJい、てよく分かった

スイス ~7 ラ" 7, I,hil 1: 1 にまたカ r る I': j，、な CI·:I( ',)

(I仕州十五附先 )i)j' )て'Ii. LIムド(po(lJIIj:Jj日 :n を円

の‘"，たけにすること泊、で 5 た 地下 100m に延々

~:~.41' lJ1内1' 1 を ·HI'1 <トンネル Ilbi 止の l正 f に防 f を

ふつけて起きる収集を 10 数 H， mの II 大な?を凱て'l!i

刈分析し上 1 という L 円 勿占. III:~~~U 、内'ム験

決 ii" l てあリ 守 iをもこれに J. I のIJJ.似のむのは考え

られ'"いという

J... ¥¥'11()(III:'N保健機情)では我が|ム HJW 】 WII

0 が務総 l~ III，I: ，' j 先生の ~;~ 111 '1 でーこれまて"光 J創刊か

ら後進[E[への !i 1"'J な伐~!Jに終始していたその川

副J を 判 II { 円。， L. 血~U. 出の附山町|に主 f ったむのに

しようとの !i fl に切れえり Iしぶ々成果か 1!} られ

つつあるとのお H市をおうかカ‘いし た

ノ ネーブの 11£ 1査の IX:;: .ιιH\: 二拘める点中、

12

人:. f の小林 ~JJ 数以ベ寸 \1 、~!J r ‘"f 6f'lいそして WII

0 の )Ulllli紀(- lA'史と吋、しく過ごさせて fil' 、た

(小 11:.f.i姥れかたまって 3 時II\J 余じヮと J~~ ってい

I~I';IH二力、 )

C;¥jｷ:s I ヴラノス I E[ ι'j':'di 科 tm' 先所}では it!!

i& マネージヘ 内 Fレンア ニ I\: や jii l: J!,{ '/f'~白川 1i}j

の jll， "'，円キィ・ヒニョ レ i\. -;"fイナノえの jll

r'l~'7 ィリ，フ アレルク I\: がn ちヴけてく H て

いた

ニこでは i';'1~;)1 よ II 本大使館 I ':'J;-~~ ぷy\ 'IJ' f!'Il {t

を III VI)不に i凶J( してIi'! \、た j; ~j~ て. 子 iii の1引均

珂ill を也えてどんどん nllnIJ~'ft を j，}けてしま勺た

か‘じ \1·: 日 日本 I\: )'、に tJH 応して1l'lき.大きな

W'i.を似たと 1'1η で:主犯っている

特に.孔'，) STJ P ランス[ 1: [ι 刊 γ 技術教 ftltlJ 会)

とI，. , ~)機|刈がCNES に寄リ添うように目立iif されて

し、ることは j、き主 i可きだった

ル yアーニ l"\:{ j: uhった 「代々は lfjの機I~I として

法の I:に公‘ドかつ厳正にた絡を執行する たたよ

リ正軟な何々の1応策を必裂とした場介は l 汗 ST.I

を泊して行う と 111 年 6 II. 'j':' ，山研に( I!~-)字'Ii i

H7 晶、興会が u止、 1 されたか‘その必要刊を YW ，I で

1'1倣必した ι，1，1，.、 I'; 。

今回の外 [I;.] tl¥'lJ( をいま 1"< I) 返ると‘ある.'C i:1 味で

大きな宵険でむあったようだ o I百If丁いただいた:j';

j!i:係長には随分御迷惑をおかけしたと思う しか

しがj' jj'~ オンリーの外 I"IW';I ，は.やがて宇宙研

て L 当リ前の白 I~ となろう '"古学力のあるお手戦以

がどんどん ff ってくることを断ってやまない

以後に、.f~々の旅を Jピえてくれた数多くのお々

に本紙をかりて!必訓rJ 1 し l げる。

(ニカ c ・の J: お)



，j-、R\

与) ~長宙 略語のしおり一一衛星搭載機器

(5)PLANET 系

lω985 年· .f伐主 \(1 い川伝刊| て，中 rl.

n成tぴ、 ι〉工一ちました i武験 J際主 f伐r機 ~1応S-TS と. ~本，~得干機 lド
,

l上.I\ \ET-引寸:\てでeす こ tれL ら{は立. 8泌6i年4ドLに j此1は占彼j近H まし

たハレ一s刊P，!の』傑宰 f作r をι. I ト {:(1'1 な目的にしていま

した らちろんて J 的にむ初めてのAみが。多数

行われました 地球から数億キロむ再IUlた探作機

とのiI!iいを[吊似するゐ1' 1 川に 11(1干64 ノート 1しむの

jdtlアンテナカヘ 11' られました ji/ci Jll の制lJ立/0

勢;j，n却 L. ガえを MUll·"'" る析しい }j 式が1t1lJされ

ました ロヶ，トのIV)の Il'l I', L 大川になされま

した またf.tdd理的'M 1IJ L. 1' 11 1Iと IS 九日の本店I;

(巧 11.11'は· ~t J;tの掛け持にあ I) まし た)とを l早1IJ11I1

織で結び、デ-7 を迅述に処J'I! をする態勢を 11;1 め

ていました

，，'\1，，11京市機 MS-T5は 3つの刊7 税制尖 iif を t74

，1& してい主した、 r， li，j こそ "KI，城 J菜作 i幾でしたが、

'h'1'[iI'}には -iJ 1の.n ff.険です 1'1.，\.'1 10 '1'-.'\には.

2 つの鋭 it川 24iFi が仇仰されまし た ニれらの uri

機は. 198Ij"r:;I] のハレ ..I'¥':!I~ とのエシカウノ 7

に IllJ けてど :J IW· I:IJ.法 !1~.H \I";~Il \1の n~1;l l を続け主

がら J.\.I:t:j 胤の担ぶlill を 1IiJJI ，~' I こ 1 i-\ 、ました

以卜に.それぞれの探作機に供，I在された F ト nJl.

;I!IJ 尖 iFfの J見 l り J :. t~:' られたiI:J;， (I'J ，Jl<:*を liL します

[さきガけ (MS- T5)J

19 村5' 1'- 11]81 1. Ht, l -.l f

01MF(I川引 planetary ~l時IH'lic I‘ il'ld

r.;，均的，;j';Wj失 i11~ です 7 ラ ， 'I スゲート的1J ,:1

を供械しー磁場の 3 'Jl<:汁を， :I-;I!I]しました えへー

ス 7 ラフ I· 1'1J;j-の， 117 憾の :jt~ni を泣けるた的に.マ

ス!の先端に Jf ，リ(.]け， >れました

IMI は· !.， I:品 "'l 'l '!ム様々，，'Ij，\似の M';:功。川、 j主

争';r:. hY， j立があるニとを』心、た l. また二の憾な 4、述

料品{J'ド 1\ の!己的 1111がりを 'I む IJ;(IJ~て-'J，る。l与を. 1111

りかにしました

13

く>SOW (日 OJa ，. W川d)

丈 'j' 辿リ j、 l沿匝 i を， il-illl] しました ファラデー

カ ·~7 の IJ; C:.fl I!. を Lt:1 刊し.さらに探作機的スヒノを

干11m して‘ 1.(防風向スヒーード .1R 肢を:J<めました

また.日 OWl よ J'~ !I~. t7)lilj)j て.~ .IT!I~ かり 1/.(1 11 さ il

たイオンを村!:I \し、 412 'I;;:; に法万までイオンがJ/{IB

さ il ている。れを月l りかにしました

0PWP (PI ‘ I:-;mil WavePIWllOIllCIlCl)

!.， I:l; j胤の叫円しを til る「がかリとして. また-1'\: !l~

とん 4防 ~J止の fll/ l. fPII を(，)f先するI.)に. -;ラズ 7~JU

品;1J IJLI!IIP，初、仏峨さ itました ド\\' P!土ます J'~ !I~

かり III射された，正4庄を 111lりえ. J'¥':JII のう、川が激し

くた I:時風と ifi ・75 している事を"ミしました また.

)， (Ia;j がIII つU泌を交 I ， ll. そ内 IU 庄内光 'I メカニ

ズムを IIlj l) かにしました

[すいせい (PLANET-A) J

l り85-1' 1 品 JJI り II. 1)ち I -.I ·y

0UVI lI l ,,.;:-\';,,\c" 1111;:1ｫ"

すいせ札、 l に供 ι|在された\' ¥'1:ム紫外献の ;"J!i

1<J:l<て ..J'\': 1 1 \ の水井;コ?を抗 iiH するしのです すい

せい l がr、レー吋 !l\ に ;!i -f l， 、ていく際に. コ?の

1111 るさヵ， '.企 1ヒして t 、ることカサ〉か II. こ il か 1\ J'¥':

¥I~の 1'1 転 ，..;/W\か主的 l)il ました

0ESP (I-: m" 氏、メIl l'ClrUIII ofP<l rli<:! C',S)

ビ己 l 吋:I. litエ宇ルギ のイ寸ンをlil';Wj しました

~JI.川l 二月中て，.~.~..Ti さ札るの~.t.ハレ .1'¥':tl~ から 'I~ ぴ

11\したイ寸シが!，防風に品 1i1 :U' il る過 fl' を. はい

たした。いです 士た !.，防風か J'Pl\ を "H'I して ;hL

れていく I¥ (ベヘその迩'I'で発 'Iー した，fjUJkなど.

~くの'F'kがはっかりました

ノ'f" f去のい 1..\" I ケ1・〆リ -7~rよ 5 1,1..H.-tO')t~; しい

ヲHI に 1;'1 け I') il て 1 i くことになってま寸

'j-:'IiiPlf 一 小 IJ;~ド干 1"1



おりがみ

林友直

のとニろ Hんで作るむのは rからめは『小!.~ J である③

ニの「かむの」は折紙の教科/}に柿っていたもので

あるが. fir リ iJが「折餓』とは )I~~的に j£.1 ~j ので少々

'.Q:えにくも、.そニで折る NW i を l 夫すると IliJP.~ に拠に

J~tlll を添えるべ〈自主飾を IW.ょすることとした。「小口J

Pli似の L のは教 Fhl~にあるが耳UI， T がけているむの

はヲしろの lEI')) ぴをit-えた安定1'1:立 P11J で.ほとんど n

主l泊予~MIH~ といってよも、.折り順は鶴と似た l彩で始ま

るが途中から 411にややこしくなって人に教えるのにか

なリ型削.Iiiする

ちなみに折紙同机|でのステ γ プ数は阿恥、は勘定に

入れず 災返しと折る操円をそれぞれ 1 1"1 とかぞえる

と rからめ 1 では約35. r小 13J では約80て'ある。 JilT-唱j

H年11\ 1ははぽニれに比例すると巧えてよも」いずれにし

てむいっさい鍬は f'k わず 医方形の紙を"，':'むという門

~lIcけで子111 外のな:h* を挙げるのがjlr ，I，の~，，，との安で

あると思っている。

fl: 恒例 L あるので他の]1<行物体に L レハートリーを

wiやしたいと#えて目下準備中て'ある。はただけで自

ちいそれと判l るものを門るために批 L )，切な必 f'l は適

切なフロポ-/;Jンをワえることである“ニれは 'H主

的l同 HII を仇:える日を長ヲ l にら i止、r っと A~.J，っている。

なお i'rj曲の#f1JH紙を W -j と「か.;~と」は Mとかきまに

なるが f つる」はだらしなくなってしまうことからむ

判る憾に.対主に応じて紙のよ与さ. 1'1 さ‘時さ.州

1)刊などカぜよく目制相していなけ i Lliならな、、 o firI)II

じたいは幾何 γィI~J に Iii])! 可能な線かり成リ.まさに折

リ II" しくfI: I一げなければならな， '0 しかし初めから

余りに強〈フレスすると ft 1-. る可 lにはそニから“ l~ iL始

めて似約がつかなくなる また余リにひねくり檀すと

Fの泌リ公が加わるせいむあって紙が急速に軟化して.

ニれまたれ介か忠 t 、 a 修和~を世安とするゆえんである。

fir 紙的特 "JH よ n い.l-i付を II 昨に.かつやんわリと折

。)ilL.;'，. 質所要所ではしっかリと締めていくといフこ

とにありそうである (はやし とらなお)

〔編者 i主〕カァトは全て 'It 古子作りの折リ紙制 l の万

点で . J正ドが「ことり J. イ i上が『かもめ J です.

たいよ.:l， jli. この欄に趣味の っとしてのわ!向きに

ついて J? いたニとがある この組昧は十だに朝日々と絞

L 、ているカ《 なに日ん一つの品物が完成するまでによ

へん II 年IlI l!)' かかる おまけに製刊の初期には少々のJj;

と ~I ，to'5:f'Iヲので 11\ 守的 7 リ ノな環 I晶ではややIi，

にくいといヲ ')"'fN むある。そこで代りとして T がけた

のかこれから述べようとする折紙である。

IFIiIFi の紙さえあれば Jii 却かつ ti 争点に門主できると

いう特 lーがある 所咲1I .~I:llli 対主によ I) まちまちてーあ

るが数分ないし数 l 分であって μ に Jt べれば'~'.I)l i刊は

ほかに。 ::J い 折紙などというらのは q.~-!t.. rの T なぐさ

みであるとの 1M はし 4 いでは主いが. j~ ごろは ilii 外へ

向 ill:. J~ に主でつとめて肘られるリ j刊も数多( .まこと

に，レ般い外 III' でむ，'，分て'は羽 Ul ないまで L rORJGA

MIJ とはどんなむのかを )~I っている人々カ''t-くなって

いる ω

判「る X.J f6~にはんさくわけて幾 M..t[I~J~· 行 Ill] とう 'λ(I~Jm

I['J とがわる 吋 11111 よ i長打的 'Ip 人的主 Illi を探究している

i パ「であるカペこ ιI') L J.~に 111-'-~1Jr 組t として， E ， l-ドのあ

るものが多(. jlrI)}jL 教刊 J? によくも Il ， ft されている。

しかしそ Hがfi'f t却て'あるかと L 、ヴことになると u 本人

向社会的 'I' て寸 111 燃の約束ごととしてノム記されているむ

のが粘 t，'.th リ.外 1"1 人に見せて L 也ぐに IHllM で~ -r.
やや Illi 例な，，11. "11 を必艇とする場合む少くな L 、。たとえ

ば"Ifで L よ〈御If知の r1'rll~ J の j- ~j{ 'j- には 1，0己的保に

後 Ui にはね l げている'究起がある これを水・ドにね

かせれば成制'I'にfiItばした脚と比えなくもないが.そ

れではしきたリに以し いわゆる吋 Ir 鶴』ではなく fよ

ってしまう さリとて r jJ[的」のままではり実刊ヵ、乏

しく A仰) )に欠けるとも汁憾みがある a そニて唱:咋 rl'

伺 ;hj にむ山にら，曲 III できる ιのを脱水したあげく.今
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jtjI:'jqtiifl';::filf 光州{主 iii;n
需.)-，り ~I' ;，i III'},\i1lh¥l!it1 illl~lj ピ I :~ート l

⑮
例年どおり打ち IJf実験等で'iiiI)iii'II

何年度末りを.tr 'HL フルカラーにてお i主

けしま ~o IE 本)
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